
8 月 29 日（水）に 2年生が復興学習遠足を実施しまし

た。昨年は東日本大震災大津波当時や復興の様子につい

て、講師を招いて聞く機会を持ちました。さらに今回の

復興遠足では、県沿岸南部の施設等を訪問し東日本大震

災大津波からの復興の現状を直に観て、そして復興に携

わる方々の生の声を聞く機会を設けました。この復興遠

足を通してさらに理解を深め、自分たちがこれから何を

考え、どの様に行動しあるいは備えていかねばならない

かを真剣に考える時間となったものと思います。

2年生の諸君は学級毎に次の施設等を訪問し、学習及

び体験等を実施してきました。残念なことに当日は雨模

様の天候で、予定していたボランティア活動等も中止せ

ざる得なかったところもあったようです･････が、元気に

活動してくれたようです。

○虎龍山吉祥寺（大槌町吉里吉里）

住職 髙橋 さん 【2年 5組】

震災後、

ご遺体の

土葬に反

対し町外

火葬の実

現に尽力

する。大

槌町役場

庁舎の保

存を訴え、

震災の風

化を防ご

うと活動

している。

○浜辺の料理宿「宝来館」（釜石市鵜住居）

女将 岩崎 さん 【2年 1組】

ふる

さと根

浜海岸

を市民

運動で

蘇らせ

ようと

奮闘中。番

頭さんは

自然体験

教室を開

催してい

る。

○牡蠣養殖（陸前高田市小友） 【2年 4組】

牡蠣養殖 佐々木 さん（昨年度の講師）

昨年度

の復興講

演会で講

師を務め

る。親兄

弟と共に

奇跡の牡

蠣を生産

し、地元

復 興に 取

り 組む 養

殖 漁業 を

営 んで い

る。

○神田葡萄園（陸前高田市米崎） 【2年 2組】

社長 熊谷 さん

明治 38 年創業

の葡萄園。震災時

に海に黒煙が上

がり、大津波が押

し寄せる状況を

目撃する。葡萄園

も浸水し、海水に

浸る。幼い娘さ

んに励まさせ

奮起し、翌春に

葡萄棚に花が

咲き家業を再

開する。

○非営利型一般法人かたつむり

（大船渡市猪川） 【2年 3組】

代表 吉田 さん

震災で施設は壊滅

する。障がいのある

利用者とともに近隣

に間借りし再開する。

再開した年とその翌年、金

中青ジャージの先輩が訪問

し交流する。

今回のこの復興遠足で直に観て、そして耳で聞き肌で

感じてきたことをこれからの学習及び生活において考え、

見直しそして備えてほしいものです。

9 月 1 日（土）に南方地区敬老会が行われました。次

の週の 8日（土）には三ヶ尻地区敬老会と西部地区敬老

会、9日（日）は永岡地区敬老会と街地区敬老会が行わ

れ、16 日（日）は北部地区敬老会と続きました。この地

区敬老会に中学生のボランティア要請が今年度もありま

した（北部地区は地区新人大会と重なり、今年度は要請

がありませんでした）。各地区で育ち、生活している地元

の中学生諸君が日頃、お世話になっている近隣の高齢者

の皆さんに感謝の気持ちを伝える良い機会だったと思い

ます。

当日は、敬老会に参加された方々の手を取り案内した

り、会場設営を積極的に行い、弁当等の配膳を手伝うな

ど中学生としてできることを考えて行動してくれたよう

です。地区セ

ンターで敬老

会開催役員を

している方か

ら「いつも助

かっているけど、

今年はさらに良

く気がついて積極

的に頑張ってくれ

ました！」と、とて

も嬉しい言葉を聞くことができました。金中生の地域貢

献度はますます大きくなっていますね！！私からも、感

謝を申し上げます。

本当にありがとうございました。

授業で勝負・先手必勝の挨拶・心を耕す読書、そして高き志を

き ざ は し
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